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要旨：奈良教育大学附属中学校では、ホールスクールアプローチで地域をめぐるフィールドワーク（奈良めぐり）を 2
学年合同形態で実施している。年々実践を積み重ね、常に見直しをかけ改善を繰り返すカリキュラム・マネジメントを
試みながらも、着任歴の浅い教員にとっては指導方法で迷いが生じ、悩みを抱えている実態がある。本稿では、下級生
が上級生の学びをロールモデルに成長していく姿とともに、教員間においても経験のある教員がどのようにして、生徒
が主体的に学ぶ ESD実践を開発しているか、具体事例を交えて明らかにする。

キーワード：持続可能な開発のための教育　Education for Sustainable Development 
　　　　　　総合的な学習の時間　the period for integrated studies
　　　　　　地元地域をめぐるフィールドワーク　Fieldwork in local communities
　　　　　　ホールスクールアプローチ　whole school approach
　　　　　　カリキュラム・マネジメント　curriculum management

１．はじめに

　奈良教育大学附属中学校（以下、本校）では、持続可
能な社会の創造を目指すべく、2017年度より教員と生
徒が協働しながら、学校の所在地である奈良を対象とし
た地域をめぐるフィールドワーク「奈良めぐり」を学
校全体（ホールスクール）の教育課程に位置付け、2学
期に実施してきた。そして 2019年度からは新たに中学
1年生と 2年生による異学年合同での形態に改変し、実
践を積み重ねてきた。

　ホールスクールアプローチ（1）による位置づけの点を
強調するのは、2016年度以前に実施していた校外学習
行事（従来の奈良めぐり）が、奈良の世界遺産を通して
文化財の歴史や価値を学ぶ、社会科教員が中心となって
つくる学習スタイルだったのに対し、2017年度以降は
「総合的な学習の時間」における 3年間を通した教育課
程カリキュラムの核に奈良めぐりを位置付け、当該学年
の全教員が関わることを通して、奈良という地域をこれ
まで以上に多様（多面的・多角的）な視点から捉え直し
ていくことに改変したからである。
　また、ESD（持続可能な開発のための教育）の理念
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を核とした教育を学校全体で推進していく点において、
一部の関心が高い教員による教育実践にとどまることな
く、教員と生徒が協働する形で ESDや SDGsにつなが
る取り組みを行うことで、創り手の立場として生徒を巻
き込み、主体的に創造していく新たな学びの可能性を皆
で共に追求していきたいという思いや願いが込められて
いる。
　カリキュラム・マネジメントについては、文部科学省
（2017）が「① 内容等を教科等横断的な視点で組み立て
ていくこと、② 教育課程の実施状況を評価してその改
善を図っていくこと、③ 教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保するとともにその改善を図ってい
くこと（pp.38）」という 3つの側面を示し、特に②に
関しては、「計画、実施、評価、改善というカリキュラム・
マネジメントのサイクルを着実に行うことが重要である
（pp.39）」と説明している。
　本稿では、これまでの教育実践で明らかになった課題
を乗り越えるべく、試行錯誤しながらも改変を加えた点
を整理するとともに、今後に向けた新たな課題を明らか
にすることを目的とする。このことから、紙幅の制限も
あり、各コースの具体的な内容に関する記述は極力控え
て紹介程度に留め、奈良めぐりの取り組み全体を推進す
るにあたっての記述に紙幅を割くこととする。
　なお、課題の分析にあたっては、実践によってどのよ
うな力が定着してきたかを、「生徒の変容」「教員の変容」
の 2つの視点から捉えていく。

２．「奈良めぐり」について

２.１．大切にしたい思い・願い
　2学年合同での方式に改変してからの 2019年度
と 2020年度の実践記録については、吉田・市橋ほか
（2020）、吉田ほか（2021）でまとめてあるが、教員間
で確認しあっている「学習を通して大切にしたい思い・
願い」は、2021年度以降も変更していない。（表 1）

　奈良めぐりはコース別学習の形態をとっており、各コー
スを担当する教員にかかる負担という点においては、精
神的なプレッシャーが極めて大きいことは否めない。
　このことに関しては、2022年度の実践を終えて解消
までは至っていないが、コース内の教員間の情報共有だ
けでなく、コースを越えた教員間のヨコのつながり（意
思の疎通）が、重要なカギとなっている。詳細について
は、「3.2.教員の変容」で明らかにする。
　各教員の自由度を担保しながら、大きな目標を明確に
持ち、大切にしたい思い・願いを共有したうえで、うま
くいかなくても、必ず次につながる学び、という信念を
逐次、確認し合っていくことが必要である。

２．２．コースについて
　2017年度以降、奈良めぐりのコースについては年々、
メニューが蓄積されていっており（表 2）、過年度に実
施されたコースの学びを更に深め、改変していく形の学
びもあれば、新規でコースを開拓していくことも行われ
ている。
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２．３．反省点と改善
　2022年度においては、2021年度より 1コース削減し
た 7コースでの実施とした。これには 2021年度の反省
が生かされている。
　本校では、2022年度、ESD推進部（部長 1名と、各
学年から 1名の合計 4名で構成）が校務分掌として奈
良めぐりを推進・統括していく任を担い、部内での起案
と検討の後、提案する形を採っている。ESD推進部自
体が 2021年度の反省を受けて、2022年度、新たに設
けられた部署である（表 3）。

　2021年度までは、取りまとめ担当者も 1つのコース
を受け持っていたことから、全体の状況を把握しきれ
ず、学年をまたぐスケジュール調整、関係書類の集約・
保存や記録、まとめといったことまで手が回らない状態
であった。また、大学生サポーターとの連絡調整、外部
のゲストティーチャーとの事務的な手続きもある。コー
ディネーターを置くことによって、各担当教員は生徒と
共にコースづくりに集中する環境を作り出すことができ
た。学校行事においては少し余裕をもって進めないと、
事故や緊急事態のリカバーもできず、徒労感だけが残る
行事になりかねない。また、校務分掌として ESD推進
部を設置することで、個人としてではなく組織内で認知
された存在で責任を伴って動くことができることも大き
いと考える。

２.４．事前学習・本番・事後学習の計画
　表 4は、事前学習から事後学習までの流れを示した
ものである。
　2022年度の実践の特徴は、事後学習の充実化である。
そのための学習方策として、2つの変更を試みた。
　１つ目の変更点は、本番直後の 2時間を、コース別 2
学年合同の振り返りの時間として確保したことである。
　全コース共通で「コースで学んだこと」「SDGsとの
かかわり」を自分たちの言葉でまとめ直し、外部にも配
布予定のリーフレットに反映させる活動を行った。振り
返りの実施形態については各コースの自由裁量としたこ

とで、様々な立場を演じるロールプレイ形式での振り返
りをするコースもあれば、付箋を使って意見を出し合い
班ごとに新聞形式にまとめて発表しあうコースもあり、
事前学習から取り組んできた 2年生の考えの深まりに 1
年生が直接触れることで、これまで不完全燃焼の学びに
陥りがちだった１年生の学びが、本番と 2学年合同の
事後学習を通して、濃い学びになっていった。
　その後、2年生は各コース 10分程度のプレゼン動画
を制作し、自分以外のコースでどのような学びがあった
か、2学年合同オンライン集会で共有しあった。一方、
1年生は 2学年合同オンライン集会の 1週間前に、コー
ス別に作成したルートマップを使ったポスターセッショ
ンを 1年生のみで実施した。人前で発表することに慣
れることを目的とした取り組みであったが、他人に伝え
ることの難しさを実感するとともに、質問される側に立
つことで、話が聞き手に伝わっていることへの自己有用
感や安心感を得ることにも気付くことができた。この経
験は、その後の 2学年合同オンライン集会で 2年生か
らの動画報告の際に、1年生が積極的に質問する姿とし
て効果が見られた。また、後輩からの質問を受けて、コー
ス内メンバーで相談しながら丁寧に回答する先輩として
の 2年生のたくましい姿も見られた。
　事後学習の充実化を図るための 2つ目の学習方策は、
外部への発信と外部からの評価である。従来は校内（内
部）での発表報告会という閉じたものだったが、2022
年度は 2学年合同オンライン集会に、外部アドバイザー
として、奈良教育大学 ESD・SDGsセンターのセンター
長である中澤静男教授と大西浩明特任准教授を招き、講
評コメントをいただいた。外部への発信とともに、評価
を受ける機会を設けたことで、自分たちの学びをメタ的
に認識することができるとともに、自己満足で終わらず、
今後の学びにもつなげることができると考える。
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３．「奈良めぐり」を通した変容

３.１．生徒の変容
　2学年合同オンライン集会の日（11月）に採った事
後アンケートの回答や、生徒が書いたワークシートの記
述から生徒の変容について分析する（図 2）。

　図 2からは、概ね肯定的に捉えられていることが把
握できる。学年による有意差が見られる項目としては「問
い」の意識や課題意識を持ちながら取り組めたかどうか
において差が確認できるが、これは奈良めぐり 2年目
である 2年生のほうが時間をかけて取り組んでいるこ
とから想定内とも判断できる。捉え方によっては、1年
生との数値の差が、2年生のこれまでの積み重ねの成果
とも考えることができるだろう。
　また、身に付いたと自覚している力・態度については、
「他者と協力する態度」や「多面的・総合的に考える力」
が身に付いたと自己認識している生徒が多く、逆に「批
判的に考える力」については自覚している生徒が少ない

ことから、今後の実践において、教員側が意識して取り
組むべき項目ともいえる。
　一方、ワークシートでは「自分自身のコース学習で学
んだこと」と「他のコースでの学びを知って気付いたこ
と」について自由記述を求めた（表 5）。
　表 5では、1･ ２年生が共通して用いている語句があ
る一方で、2年生の一部の記述には「なぜ大切なのか」「保
護する意味」「人間だけでなく」といった価値観や多様
性について触れている記述が 1年生より多く見られた。

　また、2年生が制作した動画報告で自分自身のコース
以外の学びを知ることで、「良いものは引き継がれてい
く」「牧場で見られる循環サイクル」など、新たな価値
に気付き、1年生にとっては 1年後の姿を想像するロー
ルモデルとしての 2年生の姿に触れることができた。

３.２．教員の変容
　次に、本校への着任歴が異なる 3名の教員（2）へのイ
ンタビューから、教員の変容について分析を試みる。
まず１人目は、着任 2年目の教員 Aである（表６）。

　2人目の教員 Bも着任 2年目であり、教員 Aと同様
に見通しが持てない不安や、コースづくりについての悩
みがあったことを語っている（表 7）。
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　3人目の教員 Cは本校着任 5年目で、奈良めぐりを
経験するのは 3回目である（表 8）。

　上記、3名の教員の語りを要約すると、経験の差を埋
めるために、次の 4点が見えてくる（表 9）。

　教員 Cが、初めて自身が中心となって新規で奈良め
ぐりのコースを開発した際のエピソードとして、何より
も考えたのは「自分自身が興味のあることで、楽しめる

こと」だったそうである。教員 Aも教員 Bも今回の奈
良めぐりを通して学校以外の外部の方々とつながること
で、新しい知見を得ていく喜びを体感することができた。
　教員自身が気負いすぎず、これからの新しい学びを創
造していく先駆者の気概で、失敗を恐れず、レジリエン
スを養い、経験を積み重ね成長していく教員集団を築い
ていくことが、教員間の世代間の受け渡しという意味で
の ESDともいえるだろう。

４．おわりに

　本校の奈良めぐりは、3年間を通した「総合的な学習
の時間」の中で、ESD推進のための体系的な学習プロ
グラムの核として位置付け、地域から学んだことを契機
に、自分事、そして地球規模と繋げて考え行動できるこ
とを願って実践を積み重ねている。このような力はすぐ
に獲得できることではなく、3年間を通した学習にとど
まることなく、その後の長い人生に影響を与えるもので
なければならない。
　本稿では主にカリキュラム・マネジメントの視点から
反省・改善を繰り返しながら実践を積み重ねてきたリア
ルな学校現場の姿を論じたが、改めて、形を整えること
に重点を置きがちな教員の姿に気付かされた。大切なこ
とは、多様な生き方を許容する寛容さを備え、自分の生
き方そのものを見つめ直し、新たな社会を創造していく
力を身につけることである。これからもその土台となる
基礎固めに注力していきたい。

注

1) 文部科学省国際統括官付日本ユネスコ国内委員会
（2020）は、学校全体として ESDに取り組むホー
ルスクールアプローチを「学校教育での ESDの学
びの環境を整え、実践の質の向上と、取組の持続発
展を図るためにはとても重要な視点」としている。

2） インタビューした 3名の教員について、教員 Aは
加々見良、教員 Bは福田真人、教員 Cは中村基一
からそれぞれ聞き取りを行った。
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